花粉はどうして同種の花の柱頭でしか発芽しないのか
：アブラナ科植物を用いた研究
○○県立△△△高等学校　生物部
駒場春子・目黒夏夫・東京秋美
背景と目的：多くの植物ではハチなどの放花昆虫によって花粉が運ばれる。ハチは一つの種類の花だけに集まるわけではないから、体にたくさんの種類の花粉をつけている。したがって、ハチが触れた雌しべには、たくさんの種類の花粉が付着するはずである。しかし、植物は決して雑種の種子を作ることはない。これはどうしてだろうか。これまでの研究から、花粉は異種の花の柱頭ではほとんど発芽できないことがわかっている。そこで、発芽できる花粉と発芽できない花粉は何が違うのか、それを明らかにすることを目的としてアブラナ科植物を用いて研究を行った。
材料と方法：ナタネ、ブロッコリー、ナズナの花から花粉を集め、・・・
結果：
考察：
【作成上の注意】
※この書式を参考にして下さい。「背景と目的」「材料と方法」などの見出しはこの通りでなくて結構です。
※上下左右に25 mmずつ余白を取って下さい。
※タイトル、所属、氏名はセンタリングして下さい。本文も含め、文字の大きさはこの例と同程度にして下さい。（タイトル16ポイント、所属・氏名・本文11ポイント。）
※本文中に図や表を挿入していただいて結構です。ただし、要旨集はモノクロ印刷になりますので、色がなくても明瞭にわかるようにして下さい。（色付きのグラフやカラー写真などを貼り付ける場合は、モノクロ印刷しても問題ないことを確認しておいて下さい。）
※要旨集は、高校生発表会の参加者のほか、全学会参加者に配布する予定です。
【提出方法】　Microsoft Wordのファイルとして作成し、電子メールの添付書類として下記メールアドレスにお送り下さい。
　matsuura-katsumi@tmu.ac.jp（松浦克美）
【提出期限】　2011年7月25日（月）
（要旨は，発表申し込みと同時にお送りいただきますが，印刷作業との関係で8月中旬まで差替えが可能の予定ですので，必要な場合は申し込み時に付記下さい．）
発表要旨の見本
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